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(57)【要約】
　複数の液体、再充てんユニット及びこれら再充てんユ
ニット及びディスペンサーのためのポンプのディスペン
サーシステムの実施形態がここに開示される。一の再充
てんユニットは、第一のコンテナ及び第二のコンテナを
含む。再充てんユニットは第一の容器に付属する第一の
ポンプチャンバー及び第二の容器に付属する第二のポン
プチャンバーを含む。第一及び第二のポンプチャンバー
は液体入口弁及び液体出口弁を含む。第一及び第二のポ
ンプチャンバーを拡張し液体を第一及び第二のポンプチ
ャンバーに液体入口弁を通じて引き込み、第一及び第二
のポンプチャンバーを圧縮して液体を液体出口弁を通じ
て液体出口弁下流に位置される混合チャンバーへ導く。
混合チャンバーは少なくとも一部分がフレキシブルな膜
によって形成されている。再充てんユニットは混合物を
ディスペンスする出口ノズルも含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　泡ディスペンサーに用いられる再充てんユニット（１１０）であって、以下の：
　　第一の容器（１１４）及び第二の容器（１１６）と；
　　前記第一の容器（１１４）に付属する第一のポンプチャンバー（２３０）及び前記第
二の容器（１１６）に付属する第二のポンプチャンバー（２３２）と；
　　前記第一及び第二のポンプチャンバー（２３０）（２３２）は液体入口弁（２０２）
（２０４）及び液体出口弁（２０６）（２０８）を有するものであって；
　　　前記第一及び第二のポンプチャンバー（２３０）（２３２）を拡張し第一及び第二
のポンプチャンバー（２３０）（２３２）に前記液体入口弁（２０２）（２０４）を通じ
て液体を引き込み、及び、前記第一及び第二のポンプチャンバー（２３０）（２３２）を
圧縮し前記液体出口弁（２０６）（２０８）液体を強制通過させる第一及び第二のポンプ
チャンバーと；
　　前記液体出口弁（２０６）（２０８）の下流に位置する混合チャンバー（１２１）と
；
　　前記混合チャンバー（１２１）は少なくとも一部分がフレキシブルな膜（１２０）に
よって形成されており；そして、
　　混合チャンバー（１２１）の下流に位置する出口ノズル（１２４）と
を含む再充てんユニット。
【請求項２】
　前記混合チャンバー（１２１）はべロー形である請求項１に記載の再充てんユニット。
【請求項３】
　前記ベローはテ―パー形を有する請求項２に記載の再充てんユニット。
【請求項４】
　前記第一のポンプチャンバー（２３０）に付属する第一のピストン（２３４）及び前記
第二のポンプチャンバー（２３２）に付属する第一のピストン（２３６）であって、前記
第一及び第二のピストン（２３４）（２３６）の移動が前記第一及び第二のポンプチャン
バーを圧縮する第一及び第二のピストン（２３４）（２３６）をさらに含む請求項１に記
載の再充てんユニット。
【請求項５】
　少なくとも二つの出口弁（２０６）（２０８）が、第一のポンプチャンバー（２３０）
から流出する液流が第二のポンプチャンバー（２３２）から流出する液流に向けられてい
るように、配置されている請求項１に記載の再充てんユニット。
【請求項６】
　少なくとも一部分が前記混合チャンバー（１２１）内に位置されるドリップ受け（２４
６）をさらに含む請求項１に記載の再充てんユニット。
【請求項７】
　前記出口ノズル（１２４）（４２４）内に位置される一又は複数のじゃま板（４６０）
をさらに含む請求項１に記載の再充てんユニット。
【請求項８】
　前記混合チャンバー（１２１）の体積を拡張する片寄せ部材をさらに含む請求項１に記
載の再充てんユニット。
【請求項９】
　前記片寄せ部材は前記混合チャンバー（１２１）内の前記フレキシブルな膜（１２０）
である請求項１に記載の再充てんユニット。
【請求項１０】
　泡ディスペンサーに用いられる再充てんユニット）であって、以下の：
　　第一の容器（４１４）（５１４）及び第二の容器（４１６）（５１６）と；
　　前記第一の容器（４１４）（５１４）に付属する第一の出口と；
　　前記第二のチャンバー（４１６）（５１６）に付属する第二の出口と；
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　　前記第一及び第二の出口の下流に位置されるベロー混合チャンバー（４２１）（５２
１）と；
　　前記第一の出口及び第二の出口に付属して前記第一及び第二の容器（４１４）（５１
４）（４１６）（５１６）から前記ベロー混合チャンバー（４２１）（５２１）へと液体
が流入するのを可能とする少なくとも一つの入口弁（４０２）（５０２）と；
　　前記ベロー混合チャンバーの下流の位置される出口弁（４４５）（５４５）と；そし
て、
　　前記ベロー混合チャンバー（４２１）（５２１）の下流の出口ノズル（４２４）（５
２４）と
を含む再充てんユニット。
【請求項１１】
　泡ディスペンサーに用いられる再充てんユニットは：
　　第一の液体を保持するための第一の容器（１１４）（４１４）（５１４）及び第二の
液体を保持するための第二の容器（１１６）（４１６）（５１６）と；
　　前記第一の容器（１１４）（４１４）（５１４）内の第一の液体及び前記第二の容器
（１１６）（４１６）（５１６）内の第二の液体と；
　　前記第一の容器（１１４）（４１４）（５１４）に付属する第一の出口と；
　　前記第二の容器（１１６）（４１６）（５１６）に付属する第二の出口と；
　　前記第一の出口及び前記第二の出口に付属する少なくとも一つの出口弁（１０２）（
４０２）（５０２）（１０４）（４０４）（５０４）と；
　　前記第一の出口及び前記第二の出口の下流に位置されるベロー形の容積可変の混合チ
ャンバー（１２１）（４２１）（５２１）であって；
　　　その中で前記第一の液体を前記第二の液体と混合して前記第一の液体と前記第二の
液体の混合物から泡を生成させる容積可変の混合チャンバーと；そして、
　　前記容積可変の混合チャンバー（１２１）（４２１）（５２１）の下流に位置される
出口ノズル（１２４）（４２４）（５２４）であって；
　　　前記容積可変の混合チャンバー（１２１）（４２１）（５２１）を圧縮して前記泡
を前記出口ノズル（１２４）（４２４）（５２４）から排出する出口ノズルと
を含む再充てんユニット。
【請求項１２】
　前記第一の液体を前記第一の容器（１１４）から前記容積可変の混合チャンバー（１２
１）へポンプするための第一のポンプチャンバー（２３０）及び前記第二の液体を前記第
二の容器（１１６）から前記容積可変の混合チャンバー（１２１）へポンプするための第
二のポンプチャンバー（１１６）をさらに含む請求項１１に記載の再充てんユニット。
【請求項１３】
　少なくともひとつの前記出口弁（５０２）（５０４）が前記第一の容器（５１４）から
前記容積可変の混合チャンバー（５２１）への前記液体の流れを制御する第一の部分及び
前記第二の容器（５１６）から前記容積可変の混合チャンバー（５２１）への前記液体の
流れを制御する第二の部分をさらに含み、そして、前記第一の部分と前記第二の部分は互
いに結合している請求項１１に記載の再充てんユニット。
【請求項１４】
　前記第一の部分及び前記第二の部分は一体品である請求項１３に記載の再充てんユニッ
ト。
【請求項１５】
　泡ディスペンサーであって、以下の：
　　第一の容器（１１４）及び第二の容器（１１６）を保持するキャリア（１０７）と；
　　　　第一の液体を保持している前記第一の容器（１１４）と；
　　　　第二の液体を保持している前記第二に容器（１１６）と；
　　前記第一の容器（１１４）及び前記第二の容器（１１６）は双方に流体連通されるよ
うに容積可変の混合チャンバー（１２１）に固定されており；及び
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　　前記第一の容器（１１４）から前記容積可変の混合チャンバー（１２１）へポンプす
るための第一のポンプチャンバー（２３０）及び前記第二の容器（１１６）から前記容積
可変の混合チャンバー（１２１）へポンプするための第二のポンプチャンバー（１１６）
と；
　　前記容積可変の混合チャンバー（１２１）の体積を拡張及び収縮するためのアクチュ
エーター（１０６）であって；
　　　　ここで前記容積可変の混合チャンバー（１２１）の第一の体積に向けての拡張又
は収縮は前記少なくとも二つの容器（１１４）（１１６）から液体を前記容積可変の混合
チャンバー（１２１）へと移動させ；及び
　　　　ここで前記第一の容器及び前記第二の容器（１１４）（１１６）からの前記液体
は共に混合し混合物を生成して膨張し泡を生成するアクチュエーターと；そして、
　　前記混合物を泡の形で出力する出口ノズル（１２６）と
を含む泡ディスペンサー。
【請求項１６】
　物体の現出を検知するためのセンサー（１０８）及び前記アクチュエーターに前記混合
チャンバー（１２１）の体積を変化させる回路（１０９）をさらに含む請求項１５に記載
の泡ディスペンサー。
【請求項１７】
　前記容積可変の混合チャンバー（１２１）はべロー形である請求項１５に記載の泡ディ
スペンサー。
【請求項１８】
　少なくとも一部分が前記容積可変の混合チャンバー（１２１）内に位置されるドリップ
受け（２４６）をさらに含む請求項１５に記載の泡ディスペンサー。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は２０１３年３月６日に出願された米国特許出願第１３／７８７，３２６号「二
つの液体ディスペンシングシステム、再充てんユニット及び二つのポンプ」の優先権とそ
の利益を主張するが当該出願は、２０１３年１月１５日に出願された米国特許仮出願第６
１/７５２，６８６号「二つの液体ディスペンシングシステム、再充てんユニット及び二
つのポンプ」の優先権とその利益も主張する。これらの出願の全体は本出願に組み込まれ
たものとする。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、概して、複数の液体ディスペンシングシステム、ディスペンシングシステム
のための再充てんユニット及び複数の液体ディスペンシングシステムのためのポンプに関
する。
【背景技術】
【０００３】
　液体ディスペンサーシステム、液体石鹸及び衛生ディスペンサー等は、ディスペンサー
の作動と同時に所定の量の液体をユーザーに供給する。加えて、時として液体を泡の形態
でディスペンスすることが望まれ、泡は液体に空気を射出し液体と空気をミックスした泡
状のバブルを生成する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複数の液体、再充てんユニット及びこれら再充てんユニット及びディスペンサーのため
のポンプのディスペンサーシステムの実施形態がここに開示される。一実施形態の再充て
んユニットは、第一のコンテナ及び第二のコンテナを含む。加えて、再充てんユニットは
第一の容器に付属する第一のポンプチャンバー及び第二の容器に付属する第二のポンプチ
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ャンバーを含む。第一及び第二のポンプチャンバーは液体入口弁及び液体出口弁を含む。
第一及び第二のポンプチャンバーを拡張し液体を第一及び第二のポンプチャンバーに液体
入口弁を通じて引き込み、第一及び第二のポンプチャンバーを圧縮して液体を液体出口弁
を通じて液体出口弁下流に位置される混合チャンバーへ導く。混合チャンバーは少なくと
も一部分がフレキシブルな膜によって形成されている。再充てんユニットはべロー形の混
合チャンバーの下流に位置されている出口ノズルも含む。
【０００５】
　他の泡ディスペンサーのための再充てんユニットの実施形態は第一の容器及び第二の容
器を含む。第一の容器はそこに付属する第一の出口を含む。同様に第二の容器はそこに付
属する第二の出口を含む。再充てんユニットにはベロー形の混合チャンバーが第一及び第
二の出口の下流に位置されている。少なくとも一つの入口弁が第一の出口及び第二の出口
に付属して液体が第一及び第二の容器から液体が流出しベロー形の混合チャンバーへ流入
可能となっている。再充てんユニットは出口弁及びベロー形の混合チャンバーの下流に位
置されている出口ノズルも含む。
【０００６】
　他の再充てんユニットの実施形態は第一の液体を保持する第一の容器を含み、第二の液
体を保持する第二の容器を含む。第一の出口は第一の容器に付属し第二の出口は第二の容
器に付属する。再充てんユニットは第一の出口及び第二の出口の下流に位置されている容
積可変の混合チャンバーをも含む。少なくとも入口弁は第一の出口に付属し、第二の出口
が液体を第一及び第二の容器から容積可変の混合チャンバーへと流入するのを可能とする
。第一の液体を第二の液体と混合して第一の液体と第二の液体との混合剤は泡を生成する
。再充てんユニットは容積可変の混合チャンバーの下流に位置されている出口ノズルも含
む。容積可変の混合チャンバーを圧縮すると泡混合物が出口ノズルから排出される。
【０００７】
　第一の容器及び第二の容器を保持するキャリアも含む泡ディスペンサーの実施例も開示
されている。一実施形態では、第一の容器は第一の液体を保持し第二の容器は第一の液体
とは異なる第二の液体を保持する。第一の容器及び第二の容器は容積可変の混合チャンバ
ーへ連絡する流路へと固定されている。容積可変の混合チャンバーの体積を拡張圧縮する
ためのアクチュエーターが含まれている。容積可変の混合チャンバーの体積の第一の体積
に向けての拡張圧縮は液体を少なくとも二つの容器から容積可変の混合チャンバーへと導
く。液体が第一の容器から第二の容器へと共に混合すると、それらが混合物を生成して泡
生成へ膨張し出口ノズルからディスペンスされる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　これら及び他の本発明の特徴と利点は、以下の記述と添付図面についてよりよく理解さ
れるであろう、すなわち：
【０００９】
　図１は、泡ディスペンサーシステム１００の実施例の断面図である。
【００１０】
　図２は、図１の実施例の泡ディスペンサーシステムと再充てんユニットのプライムされ
又はプライムしている状態を描く拡大断面図である。
【００１１】
　図３は、図１の実施例の泡ディスペンサーシステムと再充てんユニットの吐出されてい
る状態を描く拡大断面図である。
【００１２】
　図４は、泡ディスペンサーシステムと再充てんユニットの拡大断面図である。
【００１３】
　図５は、他の実施例の泡ディスペンサーシステムと再充てんユニットの拡大断面図であ
る。　
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　図１は、複数の液体を混合しディスペンスするディスペンサー１００の一実施例を示す
断面図である。この実施例のディスペンサーはここでは、電子的に動作され、タッチフリ
ーのディスペンサー１００が記載され、開示されている；しかし、他のタイプのディスペ
ンサー、例えば、マニュアル操作されるディスペンサーであってもよい。マニュアルディ
スペンサーはプッシュバーで駆動されてもよく、プル駆動のような類でもよい。ディスペ
ンサー１００は匡体１０１を含む。匡体１０１の内部には電源１０５が配置されている。
電源１０５は６ＶＤＣの電源でもよく、例えば、複数の電池のようなものである。オプシ
ョンとして、ディスペンサー１００が例えば１２０ＶＡＣ電源に接続されている場合には
、電源１０５は変圧器及び／又は整流器であってもよい。
【００１５】
　ディスペンサー１００は再充てんユニット１１０を受けるホルダー１０７も含む。ホル
ダー１０７は保持機構を含んでもよく、例えば回転可能なロックリング（図示しない）で
あって回転して再充てんユニット１１０を取り付けたり外したりする。このような場合に
は、再充てんユニット１１０のポンプ匡体１２７は係止めタブ（図示しない）を含んでも
よく回転可能ロックリングを取り外し可能にインターロックする。
【００１６】
　匡体１０１はモーター１１３と付属するギアによって上下に移動可能な、再充てんユニ
ット１１０から２以上の液体の混合物を以下に詳細に記述するようにディスペンスするア
クチュエーター１０６を含む。加えて、匡体１０１は、物体を検知しアクチュエーター１
０６を動作させ泡を当該物体上にディスペンスするためのセンサー１０８の回路を付属す
る。
【００１７】
　再充てんユニット１１０は第一の液体を保持する第一の容器１１４と第二の液体を保持
する第二の容器を含む。いくつかの実施形態では、追加の液体を保持するための追加の容
器が含まれることがある。したがって、いくつかの実施例ではディスペンサーと再充てん
ユニットは二つ以上の液体の混合物を混合しディスペンスする。第一の容器１１４と第二
の容器１１６はポンプ匡体１２７に固定されている。ポンプ匡体１２７にはフレキシブル
な膜１２０も固定されており、これはベローとして描かれて混合チャンバー１２１を形成
する。しかし、混合チャンバー１２１は容積可変のどのようなタイプのチャンバーであっ
てもよい。伸長圧縮する弾性材から成るものであってもよい。フレキシブルな膜１２０に
固定されているのは出口ノズル１２４である。
【００１８】
　図２－５には、複数液体のディスペンサーシステムの実施例の詳細が追加で提供されて
いる。ある実施形態では異なる方向へ動くアクチュエーター１０６が動作に必要である。
例えば、一再充てんユニットとポンプはここで開示されており、液体はアクチュエーター
が上方へ動いて混合チャンバーへとポンプされる。他方で、アクチュエーターが下方へ動
いて混合チャンバーへとポンプされるものもある。これはソフトウェアプログラミング及
び／又はハードウェアの変更で容易に実現可能である。したがって、これらのポンプは可
変量吐出でもある。
【００１９】
　図２及び３は、ディスペンサー１００のポンピング部の拡大断面図である。図２は、デ
ィスペンサーシステム２００を描き、混合チャンバー１２１がフルに拡張されているプラ
イム又はチャージ状態を示す。図３はディスペンサーシステム２００の混合チャンバー１
２１がフルに畳まれて吐出状態にあるものを描いている。図では最大吐出のディスペンス
している一番のストローク位置でのポンプシステムを描いているが、ここで例示されてい
るポンプは全体ストロークの一部で吐出量の減じられるストロークで運転されてもよい。
【００２０】
　ディスペンサーシステム２００は第一の容器１１４に流体連通する第一のポンプチャン
バー２３０と第二の容器１１６に流体連通しているポンプチャンバー２３２を含む。第一
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のポンプチャンバー２３０は液体入口弁２０２を含む。同様に、第二のポンプチャンバー
２３２は液体入口弁２０４を含む。加えて、第一のポンプチャンバー２３０は液体出口弁
２０６を含み第二のポンプチャンバー２３２は液体出口弁２０８を含む。ここで記述され
ている一方向入口バルブはどのようなタイプの一方向バルブであってもよく、例えば、マ
ッシュルームバルブ、フラッパーバルブ、プラグバルブ、ポペットバルブ、ダックバルブ
等である。液体入口弁２０２，２０４はポンプチャンバー２３０，２３２を各々の容器１
１４，１１６から分離する上部壁に位置されている。液体出口弁２０６，２０８は各々の
ポンプチャンバー２３０，２３２の上部側壁に位置されている。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、液体出口弁２０６，２０８は液体が液体出口弁２０６から排
出されて液体出口弁２０８から排出される液体と衝突するように配置されている。液体出
口弁２０６，２０８から排出される液体は流路２４２で混合される。いくつかの実施形態
では、流路２４２は狭くて液体がより強制的に混合されるように成っている。いくつかの
実施形態では、通路はより広く通路２４２の閉塞を防止する。第一のポンプチャンバー２
３０内に少なくとも一部、ピストン２３４が配置されている。ピストン２３４は、ピスト
ン２３４をポンプチャンバー２３０内で上下にするのに用いられるピストンシャフト２３
５を含む。同様に、第二のポンプチャンバー２３２内に少なくとも一部、ピストン２３６
が配置されている。ピストン２３６は、ピストン２３６をポンプチャンバー２３２内で上
下に移動するのに用いられるピストンシャフト２３７を含む。
【００２２】
　フレキシブルな膜１２０は、ベローの形状をしており、ポンプ匡体１２７に固定されて
いる。フレキシブルな膜１２０は収縮・拡張して混合チャンバー１２１の容積を可変に形
成する。いくつかの実施形態では、圧縮拡張は残余の液体が圧着しフレキシブルな膜１２
０の内部に堆積するのを防止する。フレキシブルな膜１２０には出口ノズル１２４が固定
されており、これには出口１２６が含まれる。いくつかの実施形態では、出口ノズル１２
４は円錐形である。いくつかの実施形態では、出口ノズル１２４は非常に狭く二以上の液
体が泡出力の品質を強化促進するようになっている。
【００２３】
　加えて、ディスペンサーシステム２００はドリップ受け２４６を含む。ドリップ受け２
４６は容積可変の混合チャンバー１２１内で上方に突出する円環突出である。ドリップ受
け２４６は、ディスペンスサイクルが完了し、対象物体がノズル出口１２６の下から移動
された後にフレキシブルな膜１２０の壁面を流下する残液や泡を受ける。
【００２４】
　図２では、ディスペンサーシステム２００は一杯にプライムされて停止状態にあるもの
が描かれている。動作中、センサー１０８を通じてディスペンサーシステム２００下方の
物体が検知され、回路１０９はモータ１１３と付属ギアを動かしアクチュエーター１０６
を上方に移動する。上方へのアクチュエーター１０６の移動は混合チャンバー１２１を圧
縮しピストン２３４，２３６を上方へ動かす。ピストン２３４の移動はポンプチャンバー
２３０内の液体を出口弁２０６から噴出させる。同時に、ピストン２３６の上方への移動
は第二のポンプチャンバー２３２内の液体を出口弁２０８から噴出させる。二つの液体は
衝突し流路２４２で混合が始まる。
【００２５】
　一実施形態では、第一の液体は弱酸を含み、第二の液体は弱塩基を含む。二つの液体が
一緒になると、ガスが生成され混合物は膨張する。加えて、片方又は双方の液体をワック
ス分を含んでもよい。ガスは二つの液体の混合で生成されて、ワックスに取り込まれて厚
い泡を生成する。他の添加剤が含まれてもよい。厚い泡は石鹸、衛生剤又はローションで
あってもよい。図３に示されているように、アクチュエーター１０６が一杯に容積可変の
混合チャンバー１２１、第一と第二のポンプチャンバー２３０，２３２を圧縮した後でも
反応は継続する。
【００２６】
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　十分に時間が経過すると厚い泡はノズル出口１２６からディスペンスされ、アクチュエ
ーター１０６は下方へ移動する。フレキシブルな膜１２０は片寄せ部材のように働いて容
積可変の混合チャンバー１２１を元の状態に戻す。オプションとして、別の片寄せ部材（
図示しない）、例えば、ばねのようなものが容積可変の混合チャンバー１２１を動かして
その元の状態に戻してもよい。いくつかの実施形態では、アクチュエーター１０６は出口
ノズル１２４に接続され、戻りの行程の間に容積可変の混合チャンバー１２１を拡げるの
に使用される。
【００２７】
　ピストン２３４と２３６は、下方へも移動しポンプチャンバー２３０，２３２をそれぞ
れ伸長する。いくつかの実施形態では、ピストンシャフト２３５，２３７は出口ノズル１
２４に固定され出口ノズル１２４と共に外側へ動く。オプションとして、別の片寄せ部材
がピストン２３４と２３６を下方へ移動するのに用いられてもよい。ピストン２３４，２
３６が下方へ移動し、液体出口弁２０６，２０８が閉じ、液体入口弁２０２，２０４がオ
ープンして液体が液体ポンプチャンバー２３０，２３２へと流入してこれらを再度チャー
ジする。加えて、容積可変の混合チャンバー１２１の体積が増加し、出口ノズル１２４内
の残液や泡が容積可変の混合チャンバー１２１へ引き戻され、これは物体が除かれた後で
の漏洩を防止する。
【００２８】
　泡ディスペンサーと再充てんユニットの様々な構成、様々なコンポーネントの組み合わ
せは本発明のスコープ内である。例えば、ディスペンサーは容積可変の混合チャンバーが
永続的に固定されるように含んでもよく、再充てんユニットは二つの分離した容器であっ
てもよいし、又は、ディスペンサーの可変の混合チャンバーに分離可能に接続される二つ
の容器に分けられている単一のユニットであってもよい。
【００２９】
　図４は、ディスペンサーシステム４００の他の実施例の拡大断面図である。ディスペン
サーシステム４００はディスペンサーシステム２００に類似し、マイナーなソフトウェア
／ハードウェア修正がされた類似のディスペンサーに使用されたものでもよい。ディスペ
ンサーシステム４００は匡体４０１、再充てんユニットをホールドするホルダー４０７、
電源４０５、物体を検知するセンサー４０８、モーター４１３と付属ギア及び物体が現出
したのを判断してモーター４１３がアクチュエーター４０６を動作して二以上の液体の混
合物の一射をディスペンスする回路４０９を含む。上で議論されたように、ホルダー４０
７は例えば、回転可能なロックリングのような再充てんユニット４１０をディスペンサー
匡体４０１に固定するための手段を含んでもよい。
【００３０】
　再充てんユニット４１０はディスペンサーシステム４００に挿入されている。再充てん
ユニット４１０は第一の容器４１４、第二の容器４１６、フレキシブルな膜４２０、出口
ノズル４２４及び出口４２６を含む。いくつかの実施形態では、フレキシブルな膜４２０
はべロー形である。いくつかの実施形態では、図４に描かれているように、フレキシブル
な膜４２０は円錐形又はテ―パー形である。
【００３１】
　容積可変の混合チャンバー４２１は少なくとも一部分がフレキシブルな膜４２０によっ
て形成されている。加えて、第一の容器１１４と容積可変の混合チャンバー４２１の間に
液体入口４０２が配置されている。同様に、第二の容器６１６と容積可変の混合チャンバ
ー４２１の間に液体入口弁４０４が配置されている。フレキシブルな膜４２０には出口ノ
ズル４２４が固定されている。出口ノズル４２４は円錐形の出口部４２５を含む。いくつ
かの実施形態では、円錐形の出口部４２５は、一又は複数の液体が通過して乱流を生成し
液体を活発に混合してそれら液体間の反応を増させるじゃま板４６０を含む。加えて、出
口ノズル４２４は、一方向チェックバルブ４４５を出口４２６の近くに含む。
【００３２】
　動作中、制御回路４０９がセンサー４０８によって物体を検知したら、制御回路４０９
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はモーター４１３がアクチュエーター４０６を動かすように下方へ働く（通常、休止位置
はストロークのトップである）アクチュエーター４０６が下方へ動作すると、容積可変の
混合チャンバー４２１は拡張する。容積可変の混合チャンバー４２１はフレキシブルな膜
４２０の弾力性（例えばベロー形であったならば）によって片寄せ力で拡張されてもよく
、（図示しない）追加の片寄せ部材であってもよく、又は、出口ノズル４２４がアクチュ
エーター４０６に固定されていてもよい。容積可変の混合チャンバー４２１が拡張すると
出口弁４４５は閉じられて液体は容積可変の混合チャンバー４２１へ第一の入口弁４０２
及び第二の入口弁４０４を通じて流入する。第一の入口弁４０２と第二の入口弁４０４の
サイズは異なって異なる体積の第一と第二の液体が容積可変の混合チャンバー４２１へ流
入するのを可能としたり、又は、二つの液体が異なる粘性をもっていても同量の液体が容
積可変の混合チャンバー４２１へ流入するのを可能としてもよい。上に記述されたように
、二つの液体が混合始めたら、混合物は泡を生成する。
【００３３】
　アクチュエーター４０６は、次に、上方に移動し、容積可変の混合チャンバー４２１を
圧縮し泡状の混合物を出口ノズル４２４内のじゃま板４６０を強制的に通過させ、強制的
に泡状の混合物をもっと泡生成させ、泡は出口弁４４５を通過させられてノズル出口４２
６からディスペンスされる。
【００３４】
　図５は、ディスペンサーシステム５００の他の実施形態の拡大断面図である。ディスペ
ンサーシステム５００はディスペンサーシステム２００、４００と類似しており、マイナ
ーな修正で類似のディスペンサーに用いられてもよい。ディスペンサーシステム５００は
匡体５０１、再充てんユニットをホールドするホルダー５０７、電源５０５、物体を検知
するセンサー５０８、モーター５１３と付属ギア及び物体が現出したのを判断してモータ
ー５１３がアクチュエーター５０６を動作して二以上の液体の混合物の一射をディスペン
スする回路５０９を含む。上で議論されたように、ホルダー５０７は例えば、回転可能な
ロックリングのような再充てんユニット５１０をディスペンサー匡体５０１に固定するた
めの手段を含んでもよい。
【００３５】
　再充てんユニット５１０はディスペンサーシステム５００に挿入されている。再充てん
ユニット５１０は第一の容器５１４、第二の容器５１６、フレキシブルな膜５２０、出口
ノズル５２４を含む。いくつかの実施形態では、フレキシブルな膜５２０は、べロー形で
ある。いくつかの実施形態では、図４に描かれているように、フレキシブルな膜５２０は
円錐形又はテ―パー形である。
【００３６】
　容積可変の混合チャンバー５２１は少なくとも一部分がフレキシブルな膜５２０によっ
て形成されている。加えて、第一の容器５１４と容積可変の混合チャンバー５２１の間に
液体入口５０２が配置されている。
　同様に、第二の容器５１６と容積可変の混合チャンバー５２１の間に液体入口弁５０４
が配置されている。第一の容器５１４と第二容器５１６の間には空洞５５１と一又は複数
の突出部５５８がある。液体入口弁５５０は第一の部分５５０Ａと第二の部分５５０Ｂを
有し、液体の流れを整流し、第一の容器５１４から液体入口５０２を通じて、第二の容器
５１６から液体入口５０４を通じて容積可変の混合チャンバー５２１へ流入させる。
【００３７】
　一実施形態では、入口弁５５０は空洞５５１にぴったり収まる環形の突出部分のある柄
５５２を含む。ばね５５６は又は他の片寄せ部材が柄５５２の周囲にフィットし一又は複
数の突出部５５８と環形の突出部分のある柄５５４に対して作用し第一の入口弁部分５５
０Ａと第二の入口弁部分５５０Ｂを閉じる位置に片寄して容器５１４，５１６の液体入口
５０２、５０４（のそれぞれ）を容積可変の混合チャンバー５２１からシールする。容積
可変の混合チャンバー５２１が真空下になると、入口弁５５０（第一の部分５５０Ａと第
二の部分５５０Ｂを含む）は単一の一品として形成される。いくつかの実施形態では、第
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【００３８】
　フレキシブルな膜５２０には出口ノズル５２４が固定されている。出口ノズル５２４は
円錐形の出口部５２５を含む。いくつかの実施形態では、円錐形の出口部５２５は、液体
が通過して乱流を生成し液体を活発に混合してそれら液体案の反応を増させる一又は複数
のじゃま板５６０（図示しない）を含む。加えて、出口ノズル５２４は、一方向チェック
バルブ５４５を出口５２６の近くに含む。
【００３９】
　動作中、制御回路５０９がセンサー５０８によって物体を検知したら、制御回路５０９
はモーター５１３がアクチュエーター５０６を動かすように下方に働く。アクチュエータ
ー５０６が下方へ動作すると、容積可変の混合チャンバー５２１は拡張する。容積可変の
混合チャンバー５２１はフレキシブルな膜５２０の弾力性（例えば、ベロー形であれば）
によって片寄せ力で拡張されてもよく、（図示しない）追加の片寄せ部材であってもよく
、又は、出口ノズル５２４がアクチュエーター５０６に固定されていてもよい。　
【００４０】
　容積可変の混合チャンバー５２１が拡張すると、出口弁５４５は閉じられて液体は容積
可変の混合チャンバー５２１へ第一の入口弁５０２及び第二の入口弁５０４を通じて流入
する。液体入口弁５５０の第一の部分５５０Ａと第二の部分５５０Ｂはそれらの各々の入
口５０２，５０４から離れるからである。第一の入口弁５０２と第二の入口弁５０４のサ
イズは異なって異なる体積の第一と第二の液体が容積可変の混合チャンバー５２１へ流入
するのを可能としたり、又は、二つの液体が異なる粘性をもっていても同量の液体が容積
可変の混合チャンバー５２１へ流入するのを可能としてもよい。上に記述されたように、
二つの液体が混合始めたら、混合物は泡を生成する。
【００４１】
　アクチュエーター５０６は上方へ移動し、容積可変の混合チャンバー５２１は圧縮され
入口５０２及び５０４をシールし、泡混合物が出口ノズル５２４を通過してノズル出口５
２６からディスペンスされる。
【００４２】
　本発明が、ここに記載された実施形態に描かれ、実施形態は、かなり詳細に記載されて
いるが、出願人は、添付する特許請求の範囲をいかようにも制限、限定する意図はない。
追加の利点や修正は、当業者に理解される。其の上、一つの実施形態に記載された要素は
、他の実施形態にも採用可能である。したがって、発明は、広い面で、特定の詳細事項、
開示され、記載されている各々の機器及び／又は実施例に限定されない。したがって、出
願人の一般的発明概念の精神とスコープから乖離しないで、これらの詳細から離れること
もあり得る。
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